
カリキュラム・ポリシー

■基礎から応用へ体系的かつ段階的な学習が可能となるような科目配置を行う
■現代経済社会に関する幅広い学問領域の基礎的知識を修得できるような多様な科目を提供する
■職場の実践的課題に対する問題解決能力や生涯学習の能力を身につけるための少人数教育を実践する

カリキュラム・ツリー（昼間コース）

■６つのコースを設置し入学後にコースを選択するというシステムを採用しています。幅広い選択肢を用意して、学生の皆さんの興味や関心に応じた履修を可能にしています。入学時に何を学びた
いか明確でない、入学後に興味や関心が変わったなど状況の変化に応じて、自らが履修する科目を選択できるシステムです。
■基礎から応用で体系的に学習できるようにカリキュラムが構築されています。この体系に沿って学習することで、幅広い教養・専門知識と分析力を備え、卒業後に直面すると思われる現実の社
会・経済問題を解決する能力を身に着けることができます。
■４年間を通じて少人数教育としてゼミを行います。与えられたテーマまたは自ら設定したテーマに即して、担当の教員や学生相互に協力しながら、積極的に学習する機会となっています。

カリキュラムの特徴

（夜間主コースのカリキュラムは昼間コースのカリキュラムと同様の趣旨で設定されていますが、
一日の講義可能時間が限られていることに配慮した履修体系になっています）

【学部モジュール科目】

専門教育への導入を行う科
目であり、経済学部で学ぶこ
とのできる学問分野の概要
をまなびます。

現代経済概論
現代経営概論
現代金融概論
現代経済法概論
経済学部生のための数学
国際関係概論

※教養教育科目として開講

【学部基礎科目】

専門教育の基礎となる授業科目です。
幅広い経済活動を分析するための学
問的基礎を学ぶための科目です。

ミクロ経済学
マクロ経済学
経営学
簿記
統計学
民法

【コース基礎科目】

それぞれの履修コースの専門教育の基礎となる授業科目です。特定分野においてより深く研
究を行うために必要な学問的基礎を提供します。

■経済分析と政策コース
計量経済学、財政学、日本経済史、経済政策、金融論
■経済と法コース
憲法、商法、経済政策、金融論、財務会計論
■国際関係コース
国際関係論、開発経済学、国際投資論、外国経済史、世界経済論、国際コミュニケーション
■ファイナンスコース
金融論、国際金融論、企業ファイナンス、現代ポートフォリオ理論、商法、計量経済学
■経済・経営情報コース
応用数理、数理計画法、経営情報システム論、ＯＲ、マーケティング
■経営と会計コース
企業論、経営管理論、財務会計論、原価計算論、経営史

【コース別科目】

それぞれの履修コースの専門的知識を深めるための授業科目です。学部モジュール科目から
コース基礎科目まで体系的に蓄積された学問的基礎を前提とした専門的な講義内容となってい
ます。ここに挙げた科目の中から各コースごとにコース別科目が設定されています。

公共経済学 債権法 英会話 経営組織論
労働経済学 知的財産法 中国語会話 労務管理論
政治経済学 金融商品取引法 ドイツ語会話 原価計算論
産業構造論 金融システム論 フランス語会話 管理会計論
地域経済論 銀行論 言語コミュニケーション 現代会計学
地方財政論 証券論 中小企業論 経営情報処理
日本経済論 企業論 ビジネス英語 日本企業論
国際マクロ経済学 経営管理論 保険論 総合経済a
行政法 国際経営論 金融リスク管理 総合経済b
独占禁止法 アジア経済論 経営戦略論
租税法 アメリカ経済論 会計制度論
国際協力機構論 ヨーロッパ経済論

1年次 2年次 3年次 4年次

【教養ゼミナール】

知的活動への動機づけ、科
学的な思考方法と学習のデ
ザイン能力、レポートや口頭
でのプレゼンテーション及び
ディスカッションを通じて適切
な自己表現能力を修得しま
す。

※教養教育科目として開講

【基礎ゼミ】

3年次の専門ゼミへの橋渡
しとして位置付けられ、論
理的思考能力の涵養を目
的としています。学生同士、
学生と教員とのコミュニ
ケーションを通じて、主体
的な学習態度を身につけ
ます。

【専門ゼミ】

特定の学問領域に関する知識の深化を図ります。4年次に作
成する卒業論文のテーマ選択へ向けて、専門領域における問
題発見とその解決プロセスを通じた思考能力の涵養を目指し
ます。

【卒研ゼミ】

大学において習得した知識の体系化と応用、また専門ゼミに
おいて培った問題解決能力、調査研究能力等の一層の発展を
めざし、各専門領域の研究を進めます。大学教育の集大成と
して、その成果を卒業論文としてまとめます。
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※平成25年度以前入学者用


